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jllll　　　　　 生 命 環 境学 部 は　　　　　 川ｋ

山梨大学の4 番目 の 学 部とし て

平 成24 年 に誕 生し た 文 理 融 合 型 の 学 部 で す。

こ の学部で 、自然との共生可能な豊 かな　

地域社会の実現を目 指し て

いつしょに学び、いつしょに伝統を

作つていきましょう 。　　、I〃I｡ 雨
「
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な学部～

自然との共生可能な豊かな地域社会を

実現できる人材を育成します。

四

生 命 工 学 科

バイオ･メディカル

ブータサイエンス特別コース
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地 域 食 物 科 学 科

ワイン科学特別コｰ ス
Ｈ逗lai!!

栄を実現するために必要となる生命科学、食物生産･加工、環境･エ

ネルギー、地域経済･企業経営･行政に関し広い視野を持つ人材を

自然と社会の共生科学に基づき養成する｣ことを基本理念とし、理

系3 学科(生命工学科、地域食物科学科、環境科学科)、文系1学科(

地域社会システム学科)の4学科で構成される学部です。

地域社会システム学科

観光政策科学特別コｰ ス

山 梨 大 学UNIV
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生化学、分子生物学、発生工学、微

生物学、細胞培養など多くの分野

について座学や実験を通じて学ぶ

ことができます。また､ サークル活

動の一環で 地域の方々との交流

もでき充実した日々を送ることが

出来ています。

4年次/女性/静岡県

研究室では再生医療に関連 する

研究に取０組んでお０､ 実 験と勉

強の日々はとても実りのある時間

です。また他大学の講義も履修で

きるため､ 異 分野の勉強や活動を

通して､ 充 実した4 年 間を過ごせ

ます。

修士課程1年/男性/長野県

学業とサークル活動･ア ルバイト

との両立がしやすく楽しい学生生

活が送れます。3年 次から始まる

学生実験･研 究室活動は充実感が

あり、とても成長できると思いま

す。私自身は大学院に進学したい

と考えています。

4年次/男性/東京都

生命工学科では、学部生から積極

的に研究に取り組めます。 t!t界の

第一線で 活躍する研究者の指導

のもと、最先端の生命科学知識と

技術を習得できます。元気な受精

卵を見ると､ 明日も頑張ろうとい

う気分になります。

博士課程1年/男性/栃木県

全学共通教育科目

学部共通科目

専門基礎科目

｢大学での学び方｣ を習得するとともに、社会人として必要

な幅広い教養や語学、さらに今後ますます重要になるデータ

サイエンス等を全学共通教育科目で学びます。さらに､ 生命

環境基礎ゼミなどを含む学部共通科目で問題解決能力を身

につけます。

一 一 一

私は､ 進学先について考えていた

時期に、食を取り巻く様々な事柄

への興味を持っていました。地域

食物科学科では､ 食の第一産業か

ら第三産業までの幅広い分野につ

いて、多様な角度から学ぶことが

できることに魅力を感じ､ こ の学

科を選びました。

4年次/女性/山梨県

製造学や栄養学から山梨県の特

産品であるワインについても 学

び､ 食品について幅広い知識を身

に付けることができます。就職で

は、原料生産～加工～販売まで食

品業界で広く活躍できるチャンス

があります。

卒業生/女性/山梨県

入学を決めた理由は?

どんなところが魅力?

研究内容や学生生活は?

山梨県民としてワインの魅力や方

向性などを模索することができる

と思い､こ の学科を選びました。食

について生物学的視点から学ぶこ

とができ､ さらにワインコースでは

特にワインに特化したことを履修

できます

4年次/男性/山梨県

附属農場には、山梨県の特産果樹

であるブドウや､ モモが植栽され

ており、栽培技術学習のための実

習が行われます。講義に加えて実

際に圃場で作業をする中で､ 技 術

習得だけでなく、共に学ぶ仲間と

の思い出を作ることが出来ます。

卒業生/男性/栃木県

2 心
専門基礎科目

専門発展科目

全学共通科目に加えて、新たに専門科目を学びはじめます。

これらの科目間は「ブリッジ科目」によりスムーズに接続で

きます。また、地域と連携したフィールドワークなど実験･実

習系の科目を通じて実践的知識と経験を深めていきます。

－ － 一 一 - － - － 一 一
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在学生・卒業生からのメッセージ!

生命工学科
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水処理技術に興味があり、また地

域社会に根差した研究活動に魅力

を感じたことから､ 環 境科学科に

進学しまし た。環境科 学科では

フィールドワークを行う授業も多

く､ 学生と先生との距離が近いと

ころが魅力ですＯ

卒業生/女性/高知県

私は､ 大気汚染や水質汚染など環

境問題を解決する技術や知識を学

ぶために環境科学科を 選びまし

た。大学では､ 水 圏科学や土壌化

学性を分析する実験など､ 様 々な

講義や実験があり､ 充 実した日々

を過ごしています。

4年次/女性/ベトナム

山梨県は多くの山々に囲まれ､ 町

の近くにまで大自然が広がってい

ます。自然に囲まれた好立地で自

然環境について学びを深めること

ができます。今問題となっている

環境問題について学べることにも

魅力を感じています!

3年次/男性/山梨県

私は環境問題の現状とその解決

について学びたいと思い環境科学

科を選びました。教授の意見を交

えながらの講義を毎回楽しみにし

ています。先生方との距離も近く

質問しやすいです。また、生徒同

士の仲が良く、山々に囲まれた自

然豊かな環境で充実した大学生

活が送れています。

2年次/女性/神奈川県

O Ｏ
生命･食･環境･経営などの専門知識を深く学びます。さらに広

範で複合的な問題ヘチヤレンジする意欲の高い学生のため

に、他の学科の一部専門科目を履修できる相互乗り入れ制度

を設定し、当該科目を履修することで、より幅の広い専門性を

獲得します。

どの学部に進学しようか迷ってい

た時、政治や経済、法律など様々

な社会科目が学べるこの学科を知

り入学を決めました。それぞれの

基礎を学んだうえで､ 自 分の興味

や適性に合わせて学習を深められ

るところが魅力です。

3年次/女性/山梨県

学科内の人数が少ないため、仲間

と親密な関係を築くことができま

す。新型コロナウイルスの影響で

制約があったりしましたが､ 授 業

や試験がないときは「新たな発

見」を求めて友人と車で日本各地

を飛び回っています。

4年 次/ 男 性/ 山 梨県

地域社会システム学科は､ 経 済や

経営、政治など社会科学系の学問

を幅広く学ぶことができる学科で

す。現時点で興味のある学問分野

がない方でも､ 在学中に興味のあ

る学問を見つけることができるか

もしれません。

3年次/女性/山梨県

入学してから社会科学系を中心に

様々な学問に触れて自身の関心

や適性を再認識し、その上で卒業

論文に取り組むゼミを選ぶことが

できます。学生数が多いゼミでも

一学年6 名 程度と、先生と学生の

距離がとても近いです。

4年次/女性/長野県

専門特別科目の卒業研究では実践的専門職業人として必

要な高度な問題解決能力を身につけます。また、特別講義

などを履修し、大学院へ向けた専門知識についても深く学

びます。

4 。
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生命工学科
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実 験 実 習 を 重 視 し た 実 践 的 教 育 体 制

・ 生 命 工 学 の 基 礎 知 識･ 技 術 を し っ か り 学 ぶ 。

生物学概論､生命研究倫理学､基礎生化学､基礎微生物学､基礎有機化学､生命統計情報学､創薬概論など

・ バ イ オ サ イ エ ン ス

、

バ イ オ テ ク ノ ロ ジ

ー

を 深 く 学 ぶ

。

○ バ イ オ モ デ ル､ 微 生 物･ 食 品 衛 生 モ デ ル､ バ イ オ･ メ デ
ィ カ ル

デ

ー

タ サ イ エ ン ス モ デ ル( 下 図 参 照) 等 の

授 業 科 目 を 履 修 す る こ と で､ 各 分 野 の 最 先 端 の 知 識 を 身 に つ け る

○ 化 学･ 生 化 学･ 微 生 物 学･ 分 子 生 物 学･ 細 胞 生 物 学･ 発 生 工 学 の 各 実 験 を 通 じ て 実 験 ス キ ル を 修 得 す る　
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i　　　 興 味 と 関 心　　　 ド　　　　　　 得 ら れ る 知 識･ ス キ ル･ 主 な 開 講 科 目　　　　　　
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バイオモデル

・医療産業･食品分野で

活躍する技術者

●バイオテクノロジー

・細 胞 培養とバイオプロセスの技 術

・細 胞､ 遺伝 子､ 発 生 の知 識と応 用

・食と健 康に 関する知 識
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● バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー
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バイオ･

メディカルデータ
サイエンスモデル

●デ ータサイ

■㎜ ■■㎜ ■㎜ ㎜ ■㎜ ■■㎜ ■㎜

エ ン ス の

スキルを生 かして医 薬 分 野で

活 躍する技術 者

・医 学･ 薬学

・ 細 胞 ､ 遺 伝 子 の 知 識 と 応 用
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・ デ
ー

タ サ イ エ ン ス に 関 す る

知 壽 と ス キ ル

・ 医 学 ･ 薬 学 に 関 す る 知 識

・ 細 胞 ､ 遺 伝 子 ､ 発 生 の 知 識 と 応 用

一 一 一 一

【分 子発 生･ 幹 細 胞生 物学 】

【分 子生 物学 】 【発 生 工学 】

【細 胞生 理学 】【生物 化 学工 学】

【応 用微 生 勧学 】

【生 物化 学 工学 】

|分 子生 物 学】 【食品 加 工学 】|

食 品衛 生 学】 【発酵 工 業学 】--

●--●-------- ●-----●-------|
生 命工 学 データサイエンス】

【大 規模 生 命情 報 解析 学1

【基 礎 薬理 学】 【基礎 免 疫学I

【分 子生 物 学】

一 一 一 一

か

……　医療関連産業 公務員等

に 製薬産業　　 大学院進学,
‘I　食品産業

■ 有 用 物 質 生 産 、食 品 生 産･ 加 工 な ど の 分 野 の 技 術 者･ 研 究 者 に な る 。

○食品系製造業(食料､ 飲料､ 醸造等) ○化学系製造業(医薬､化 粧品､ 香料など)

○医療系産業(機 器､ 分析など) ○ 不妊治療施設･クリニック(胚 培養士など) ○ 環境産業( 廃水処理､ 環境分析)

○農業関係法人(JA など) ○学術･研 究機関 ○地方公務員 ○国家公務員

居宅
■生命工学科では｡指定単位を修得することにより､卒業時に食品衛生管理者およ

び食品衛生監視員の任用資格が得られます｡さらに令和4 年度に設置された｢ バイ

オ･メディカルデータサイエンス特別コース｣ では､ 医 学･薬 学の基礎知識をもち

データサイエンスのスキルを身に付けた生命科学系専門職業人の養成を目的に、

生命科学･医 学･薬学分野における数理･データサイエンス教育を行います。

■多くの卒業生はバイオサイエンス関連の様々な分野で活躍しています｡主な就

職先は生命工学科ホームページ

(httpｓ://ｗｗｗ.bt.yａｍａｎａshi.ａｃ.jp)をご覧ください。

■本学科につづ＜大学院に修士課程及び博士課程が設置されてお０､毎年卒業生

の約7 割は修士課程へ進学します。

(バイオ・メディカルデータサイエンス特別コース)

生命の仕組みを解き明かす

最先端バイオ技術を学ぶ!
最先端のバイオサイエンスを基盤に

高い創造力をもって未来のバイオ産業を

担うことのできる人材を養成します。
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ど の詳細は学 科ホームペ ージで。 httｐｓ://ｗｗｗ.bt. ｙａｍａｎａｓhi.ａｃ.jｐ
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につけるとともに発生工学や幹細胞生物学、応用

ロ ーン技術) 、

とに関する新しい技術を剔出する能力を身につけることができます。
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地域食物科学科

７

基礎から応用、そして実践に繋がる新しいカリキュラム

■ 食 物 の 基 礎 知 識･ 技 術 を しっか り学 ぶ 。

Ｏ果樹､農作物の栽培 ○微生物学 ○食品製造学 ○生物学 ○栄養学

■ 食 物 科 学 を 深 く 学 ぶ 。

○農産物の生産 ○食品製造の科学

○食品微生物の分子生物学的解析と利用

○食品成分の栄養学と有用成分の利用

・ ワ イン の科 学を 深く学 ぶ。(

ワイン科学特別コース)

○ブドウ栽培､ワイン製造の技術

○ワインの成分の分析と利用

・ 食物科学や農学の知識･技術を食料問題の解決に活かす人材になる。

○食品産業､醸造産業○製薬産業○ワイン産業○果樹栽培業

○食品加工産業○農業生産関連産業○大学院○国家･地方公務員

居宅
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■人類は有史以来､食品を作０続けてきました。かつてないスピードで進む環境破

壊､そして人口増加､ 食物を取０巻く状況は大きく変化しています｡ 地域食物科学科

では､先端的な科学的手法を駆使した果樹や野菜の生産やワイン製造などの加工を

実践し､食料問題の解決や食物の利用性と機能性を高める教育を行います。

■教育モデルとして｢ ワイン科学特別コース｣を 設置し､ブドウ栽培･ワイン製造を専

門に研究する｢ワイン科学研究センター｣ の歴史と実績を活かして､専門的なワイン

製造技術を教育しワイン製造業界で活躍できる人材を養成します。

一 一 一 一 一 一
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(ワイン科学特別コース)

４
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．

ｊ

人類の生存に欠くことのできない

地域性に富むワイン科学特別コースを学科内に設置。



匹･

■研究室紹介 ？1

゛

″
｀

二

゛

″
一

一

｀

１ ・ｌ ｌ Ｈ ｌ ｌ

－
－
二

●％

ＨI

ＩＨ Ｉ・ＩＩ・Ｈ ・・Ｈ ・・・ｌｌ・ｌｌ
・ｌ ｌ ・ ・ ・ 卜 ・ ・1111 卜 １・ 卜 卜 ・ｌ ｌ 卜 卜 卜 ｌ 卜 ・・ ｌ ｌ ｌ ・・11111 卜 ・ 卜1111 卜 ｌ 卜 ・卜 卜 ・ ｌｌ 卜 ・ ｆ

”

φ
S

゛

゛

｀
Ｉ
゛

｀
二

″
゛

｀
二
｀
″
｀

,／

" ●l●＝ ’̈ ‾‾゛

j 参゙ 考･こ

８

Ｈ・ｌｌｌ・Ｈｌｎｌｌｌｌ・11111H ・｜１・111111111

★ 園 芸 学 研 究 部 門

教 授 ／ 村 松 昇

食 は､私達 に心身 の健康と豊 かな生 活をもたらす大

切 な存 在です｡しかし､近 年､ 食 の安 全を脅かす事 件

や､異 常気 象による農作 物被 害が多 発し､多くの人が

食 に関する不安をつのらせていますO当研 究室では､安

全 な食物 を安 定的 に供 給するシステ ムの構築 を目指

し､ 情 報通 信技 術 の農 業 への 利用を検討してい るほ

か､ 植物 工場 の利用､ これまで生 産が 少なかった果 樹

品目の栽 培など､最新 技術を用いた新たな農業 に向け

た研 究に取り組んでい ます｡ また､農 薬や化 学 肥料 を

使 わず､ 土壌 微 生物 の働きを高める野 菜 の栽培 法 の

研究も行っています。

★ 果 実 遺 伝 子 工 学 研 究 部 門

教 授 ／ 鈴 木 俊 二　 助 教／ 榎　 真 一･ 青 木 是 直

果 実遺伝子 工学研 究部門 では､｢ 美 味しいブドウをつ

くる･手問をかけず栽培する｣をキーワードに､基礎研 究お

よび応用研 究を行っています｡｢ 美味しいブドウをつくる｣

ために私たちは分子育 種と古 典的な交雑育種を組み合

わせて｡ 香りに特 徴をもち､着 色性 に優れ､高品 質でか

つ病 気に強い理 想的なブドウの育成を目指しています。

また､｢ 手問をかけずに栽 培する｣ためにはブドウの樹 の

形にこだわり､省力的､ 高品 質安定生 産が可能となる新

整 枝･せん定 法を研 究しその有利性 を明らかにしていま

す｡さらにもともと自然 界に生息する微生物を活用してブ

ドウを病害 虫などから守る農 薬の開発も行っています。

★ 機 能 成 分 学 研 究 部 門

准 教 授 ／ 久 本 雅 嗣　 助 教 ／斉 藤 史 恵

ワインの｢おいしさ｣は｢ 色｣｢ 香り｣｢ 味｣ が三 位－ 体

となってつくりだしています｡すなわち､｢ おいしい｣ワイン

を造るためには､｢ 色｣｢ 香り｣｢ 味｣ に関 わる成 分の 化

学 構造や性 質､生 成する要因を科学的 に解明 すること

が重 要です｡私 たちは､醸造 中や熟 成中 に､どのような

成 分がどのようなメカニズムで抽 出･生 成されるのかを

解 析し､より優 れた醸造 技 術へ の応用 を目指してい ま

す｡また､ 人がおいしさを感じるメカニズムについても注

目しています｡ 嗜好性 や生体調 節効 果を持つ化 合物を

利用 することで､より魅 力のあるワインを造ることを目指

し､研 究に取り組んでいます。
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地域食物科学科では、4年次に研究室に配属され、食物やワインに関する卒業論文研究

に取り組みます。下記の6 つの研究室があります。園芸学、食品製造学、食品栄養学、果実

遺伝子工学、機能成分学、発酵微生物工学について研究を行います。
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★ 食 品 製 造 学 研 究 部 門

教 授 ／ 舟 根 和 美　 准 教 授／ 三 木 健 夫

食べ物のおいしさ､食べやすさに直結する､食品の食感

や製造方法に関する研究をしています｡様々な加工条件に

よる食品の性 質を､食品 の物性と構造の両面 から解析し、

新たな食品価値を創造します｡さらに酵素を利用した新しい

食品素材の開発にも取り組みます。

また､酵母の遺伝子に関する研 究を行っていますO発酵

食飲料 製造に欠かせない｢酵母｣ の性質は､遺伝子の相互

作用 によって生じています｡遺伝子を構成するＤＮＡ配列を

多 面的に解析し､様々な情報を得ることにより｢酵母｣の持

つ高次 機能についての研究( 高浸透耐性､アミノ酸資化

性､細胞外タンパク質機能等)を行っています。

★ 食 品 栄 養 学 研 究 部 門

教 授 ／ 望 月 和 樹　 助 教 ／ 石 山 詩 織

私たちは､毎 日食 物 から多くの 栄 養 素を摂 取して生 きてい ま

す｡ これらの栄 養素 には､エネルギー 源となる栄 養素( 糖 質､ 脂

質､ タンパク質 など)､体 を形 作る栄 養 素(タン パク質､ﾐﾈﾗﾙ な

ど)､代 謝を助 ける栄 養素( ﾋﾞﾀﾐﾝ､ﾐﾈﾗﾙ など)などがあります。

健 康 な生活 を営むために､こ れらの 栄 養 素の 適正 な摂 取 が必

要となります｡ さらに､近 年 では､これらの 栄 養 素に区 分されない

食 事 因子( 食物 繊 維 や､抗 酸化 食 品 成 分など)も私たちの 体 に

とって大 切 な役 割を担っていることがわかってきました｡ 食 品 栄

養 学 研究 部 門 では､食 生 活と密 接 に関 連している疾 患( 生 活

習 慣 病や アレルギー疾 患) の 予防 を目標 に､栄 養素 および 食

事 因子 の役 割を探 求 することを目 標に 研 究 を行 ってい ます。

★ 発 酵 諧 ４=物 工 学 研 究 部 門

教授／柳田 藤寿　准教授／岸本宗和･乙黒 美彩

ワインをはじめとする発酵食 品の製造 において､酵母

や乳酸 菌は様 々な成分 の生成を通して発 酵食品 の品

質に大きな影響を与えています｡ 我々はワイン醸造 環境(

ブドウ園､ ワイナリー)や自然 界　　　　
邨

( 湖､花) から酵 母や乳 酸菌などの　　　　 。。' ふ

有 用微生物を探 索し､香 気成分や　 ¨　　I ｀'

代 謝産 物など微生物 の持つ 未知　| ．　 ｉ　　
ａ

の能 力を解明することで､ワインや　 ー' Ｊ

発 酵乳 飲料 など個 性豊 かな発 酵　　　 一

食品 の開発を目指し研究を行 てa

います。　　　　　　　　　　　　　 ・

る 新しい学 科です。バイオテクノロジ ーを駆使し

利用、ワイン製造技術等を 饌頴に。7令呻|無 聊から･

乞等の農産物の栽培、食品製造の科学的理解、栄養･有用成分の解析と

のプロセスを包括的に学びます。
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環 境 科 学 科

９

環境科学科には、しっかりとした理系教養の基礎を身につけて

自然の仕組みを解き明かし、次世代に豊かな環境を残していくために

必要な専門的な知識･技術を得るカリキュラムが用意されています。

・ 環 境 科 学 に 関 わ る 理 系 教 養 の 基 礎 を しっか り学 ぶ 。

○共生科学入門 ○生命環境基礎ｾﾞﾐ ○環境科学概論 ○基礎数学 ○基礎物理学

○基礎環境化学Ｏ生物学概論Ｏ生物資源論Ｏ生物資源実習○環境科学基礎実験など

・ 環 境 科 学 に 関 わ る

専 門 的 な 知 識 を 得 る 。

○大気環境科学 ○生物多様性科学 ○森林環境学

○水圏科学Ｏ土壌学Ｏ自然保護学 など

・ 環 境 科 学 に 関 わる

専 門 的 な 技 術 を 習 得 す る 。

○河川実習○大気科学実習 ○土壌学実習

○環境生物学実習○環境データ解析実習 など

・ 環 境 科 学 に 関 わ る 専 門 的 な 知 識･ 技 術 を も ち 、

環 境 問 題 の 解 決 に 活 か す 人 材 に な る 。

○環境コンサルタント業や環境分析業等の環境産業､ 自治体や各種公共団体に就職

○専門性を高めるために大学院へ進学(卒業生の約４割が大学院に進学)

居宅
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■環境問題の背景と概要に関する「基礎知識｣ や大気･水･土壌･生物と人間との関わり

に関する｢専門知識｣ を学ぶとともに､人間活動の影響を評価するための｢ 環境計測技

術｣や環境管理･修復に不可欠な「環境保全技術｣を身につけるためのカリキュラムを

用意しています｡こ れら専門科目の深い学びを通じて､自然科学の知識と技法に基づ

く問題解決能力を培います｡さらに、｢アクティブラーニング｣を積極的に取０入れるこ

とによ０､主体的に考える力と他者との対話や合意形成のための素養を身につけま寸。

これによって環境に関わる学問的課題や社会的課題を自ら見出し､多様な人々と協働

しながら課題解決に取０組むことができる環境人材を養成します。

- ・
r - 皿 ふ - I - ㎜ ･ ･ 一 一 ･ ● -

人類の生存基盤である地球環境〔X〕

自然と共生した持続可能な社会の



・ 環境科学科の研究テーマ

陸 一河 川一海 洋間 の物質フロー

の経路とダイナミクスを調 べること

で､ 流 域における生 物 群 集 の維

持機 構を明らかにしていきます。

教授／岩田 智也

ｙ
Ｏｉ－

教育･研究指導を担当する教員は｢環境科学｣ に係る幅広い分野のエキスパートにより構成されており、
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１
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社会科学の総合的な知識と数理分析スキルを身につける

／

ま

'IX,1
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・ 地域社会システムの様々な構成要素と地域発展に関する基礎知識をしっかり学ぶ。

○経済学､経営学､法学､行政学､政治学など社会科学の基礎科目

Ｏ統計学､基礎数学など､計量的分析方法の基礎科目

Ｏ共生科学､生命科学､生物資源､環境科学など､自然との共生に関する科目

■経済学､ 経営学を

深く学ぶ。

○経済学の理論と

経済現象の分析方法

○経営学の理論と

企業経営の分析方法

http ｓ://ｗ ｗｗ.ｓｓ･yａｍａｎａshi. ａｃ･jp

■ 法 学､ 政 治 学を　

深く学 ぶ 。

○基本的な法律知識と

法学的な分析方法

○政治学や行政学の

理論と政策過程の

分析方法

・ 地域計画､ 数 理分析

スキルを深く学ぶ
Ｏ

○地域計画の理論、

方法､ 関連計画や政策

○統計学や経済数学など、

計量的な分析方法と　

管理方法

・ 観 光 経 営･

観 光 政 策を 学 ぶ 。

○観光経営･観光マーヶ

ティング･観光行政･観

光政策の理論と手法

○ 観光 資源を活 かした

地域づくりなど

・ 民 間 企業 や行 政 機関 などで 地 域社 会をマ ネジメントできる人 材になる。

○国家公務員○地方公務員○一般企業(製造業､金融業､サービス業､観光産業､ITなど)

○シンクタンク○起業家○ＮＧＯ･ＮＰＯ○大学院進学など

・ 地域社会システム学科で､ 学生は､地域社会のマネジメントに関する専門知識やス

キルを体系的に修得するとともに､地域に対する知識とグローバルな知識を両立

させながら､ 幅広い視野から社会を｢ マネジメント｣ する能力を身につけます。

■また､観光政策科学特別コースに所属する学生は､ 地域社会システム学科の専門

科目に加え､ 観光資源の保全･活用､観光ビジネス･経営､観光政策､ 観光データ解

析等の専門知識や分析･立案スキルを修得できます。

■卒業後の進路として､民間企業･官公庁･公益法人･各種団体･大学院進学など､幅広

いものが期待できます。

コース）
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■履修可能な科目群■

准教授／門野 圭司

政府の経 済活動を研究対 象とする財政学の学 習

を通じて､経 済的に不 遇な人たちの言 い分にこそ

共感できる心と､経 済の実態を科学 的に理解する

頭脳と､両方を身につけることの大切さを掴み取っ

てもらえればと思います。

教授／渡涜 幹彦

マクロ経 済学 では､ 国全 体が豊 かであり続けるた

めの経 済政 策 につい て学 びます｡ 食 料問 題とグ

ローバル経済では､この経 済政策をグローバル社

会 の進展にどのように対応させるのが良いかにつ

いて学びます。

教授／渡遷 靖仁

ミクロ経済 学の理論を用い､ 市 場の失敗･ 政府 の

失敗の発 生理由と対 策を分析し､効 率と公平･貢

献原 則と平 等原 則などのトレードオフ関係 につい

て認識を深め､ 経済 社会を公･共･ 私の3 視点 から

把握する力を涵 養します。

准教授／佐々木 博之

良いマネジメント(経 営) ができれば､ 顧 客や従業

員､ 投 資家などの利 害関 係者 に十分な価値 を提

供でき､企業 は存 続･発展します｡そのための戦 略

と組 織づくりについて､最 新の研究 成果と企業事

例から学びましょう。

教授／西久保 浩二

経営 学を実践的な視点から幅広く学 ぶことを通じ

て､ 企 業経 営を科 学的 に分析､ 評価し､そして改

革 できる力を身につけます｡また､日本企業 が持 続

的 な競 争 優位 に立ち､ 生 存､ 成 長 する戦略 を学

びます。

教授／石塚 迅

法学 分野の科 目の中 で､主に憲 法に関連 する科

目を担当しています｡ 私たちが享有 する人権にはど

のようなものがあり､それを保障 するための統治の

システムはどのようなものであるべきかについて考

えます。
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教授／稲田 和也

社会 生活 上しばしば接することとなる民法を中 心

に講義を行っています｡ 主として知識の習得 になり

ますが､民事 法学における思考方 法も適 宜紹介し

たいと考えています。

助 教／若生 直志

行政活 動が社会 の様々な領 域に及んでいくにつ

れ､その 法的コントロールの必要性も高まっていき

ます｡ 国民 の権利を保 護 すると同 時に､ 社 会を発

展させていくための 法制度について考えます。

准教授／金 基成

政治 思想･政治体 制･政治システム･民主 主義･社

会運動･ 市民参加など､政治学 の基礎知 識と考え

方を習得するとともに､ 生態学的 に持続可 能な社

会 のあり方と政 治過程 上の諸課 題について討論

します。

准 教授／小松 志朗

国 際関 係論を基 礎 から学 んで､ 世界 の構造 や歴

史､ 具 体的な諸問題 について理 解を深 めます｡ 地

域社会 のことを考える時にも､グローバルな視点 か

ら世界とのつながりを意識できるようになってもらえ

ればと思います。
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准教授／藤原 真史

政 治学 の一 分野である行政 学､ 地方自治 論では。

国 や地方自治体のさまざまな活 動を支える行政資

源(ヒト､モノ､カネ､情報 等) やそれらを活用して産

み出される政策 について､ 理論 や歴史､ 現状､ 課

題等を学びます。

准教授／喜多川 進

日本 の みならず海外 の 具体 的な環 境 政 策の事

例を通して､ 環境 政 策の 推 進･ 阻害 要 因および

環境 問 題解 決のための望 ましい政 策 のあり方を

学びます。

教授／大山 勲

都市や農 村地域の 計画､ 景 観･環境･ 観光などの

個別 計画､ 商業･交 通･集落 空間などのデザイン、

法 定計 画の限 界､ 市民 行政 協 働まちづくりの実

践など､地域の持 続と活性化を進めるための計 画

づくりの基 礎を学びます。
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准 教授／島崎 洋一

地 域社会における望ましいエネルギーの使い方に

つい て学習します。行 政 や企業 におけるエネル

ギーの導 入計画､ 経 営 管理を主題とします｡ 身近

な例として､家庭 の電 力測 定 演習を行います｡ 意

思決 定の手法を理解します。

准教授／宮川 雅 至

地域 の社会 経済 現象を場 所･空 間に着目して客

観 的に分析し､問題 解決につなげるための立地モ

デルを学びます｡土 地利用､ 施設配 置､ 商業立 地

などを対象 に､モデルを実際の地域 に適用するこ

とを目指します。

教授／伊藤 ―帆

世の中で起きている現象を数式を用いて表現する

ことを数理モデリングといいます｡ そして､その数式

を分析 することにより､複 雑な現 実の本 質が見え

てきます｡ 経済現 象を中心に､この一連のプロセス

を修得しましょうO

准教授／平井 寛

あなたが仕事やその他の場で何か新しい提案をし

ようとするとき､その 提案に説得 力を持 たせるには

どうしたら良いでしょうか｡統 計学 は実際に起きた

結 果のデータに基づいた根拠を示 すことができる

有力なツールです。

准教授／菊地 淑人

観光 政 策･計画という観 点から､観光 資源 を活か

した地域 づくりを学びます｡ また､ 世界 遺産をはじ

めとした文化･ 自然 遺産 の価値 評価 やマネジメン

トを学 ぶことで､ 地域 資 源を守り､観 光等 に活 か

す方 策を身につけます。

教授／田中 敦

訪日観光 客の急増 など変化 が著しい観 光につい

て､ 地 域とグローバルの 双方 の視 点から幅広 い

テーマを取扱いますOまた観 光経 営等の学修を通

じて､ マーケティングや企 業経 営の基礎 知識を実

践的に習得していきます。

２１
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の実現に貢献できる人材を養成します。
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医 学 ・薬 学 の 基 礎 知 識 を も ち

デ ー タ サ イ エ ン ス の ス キ ル を 身 に 付 け た

生 命 科 学 系 専 門 職 業 人 を 養 成

｢バイオ･メディカルデータサイエンス特別コース｣は生命工学科に2022

年4 月に新しく設置されたコースで、医学･薬学の基礎知識をもち

データサイエンスのスキルを身に付けた生命科学系専門職業人の養成

を目的に、生命科学･医学･薬学分野における数理･データサイエンス教

育を行います。入試については､生命工学科本科と特別コースを区別せ

す､一括で募集し、クラス分け(コース配属)は、希望や成績等に基づき、2

年次への進級時に実施します。半数程度が特別コースに配属されま

す。特別コースの学生のうち一部の学生は､生命環境学部生命工学科の

学生として、医学部の特定の研究室で卒業研究を行うことが可能です。

地域産業が抱える課題に対応できる

食品科学のエキスパートを育成

｢ワイン科学特別コース｣では､ワイン製造をモデルとして食品製造に

熱意を持った技術者･研究者を育成します。地域食物科学科の通常力Ｕ

牛ユラムに加え、1年次からブドウ･ワインに関する授業を受講し､ワイン

科学に関する最先端の知識と技術を学びます。さらに、｢ブドウ栽培学実

習｣｢ ワイン製造科学実習｣の実習科目や、山梨県内のワイナリーでブド

ウ栽培やワイン製造の現場を体験する｢インターンシップ｣ などを通じ

て、食品の原料生産から加工までの実践力を養成します。
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学科／募集区分 ��

前期日程 ��� 後期日程 ���総合型選抜II(2021年度入試より実施)

��募集人員�志願者数 �志 願倍率 �募集人員 �志 願者数 �志願倍率 �募集人員 �志願者数 �志願倍率

■
生命工学科゛ ��32（32 ）�50 （65 ） �1.6(2.0) �5(5) �42（54 ）�8.4(10.8) �3 （3 ） �8(14) �2.7(4.7)

同
地域食物科学科 ��30（30 ） �52 （53 ） �1.7(1,8) �5(5) �38（47 ）�7.6（9,4）�2 （2 ） �6(12) �3.0(6.0)

Ｈ
�

ワイン科学特別コース �13 （13 ） �18 （24 ） ��　　

．／

／
�　　　　　　　 . / / 　 　 　 　 y y , ｢ / /

〆 /
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／　　

／　　

．／,
／

�　　/
グ
ノ
ノ ダ
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／／
／
／ �

／
／ ／

／
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にH
環 境科学科 ��22（22 ） �44 （42 ） �2.0(1.9) �5(5) �30（48 ）�6.0（9.6）�3(3) �9 （9 ） �3.0(3.0)

lil
地域社会システム学科 ��40（40 ） �63(109) �1.6(2,7) �5(5) �49（83 ） �9.8(16.6) �3 （3 ） �１３（ｱ ） �4.3(2.3)

■
�

観光政策科学特別コース �13 （13 ） �18 （45 ）
��　　　　　　//　　　　　/// �　　　　　　　　/　　　　　　

//　　
yyy　　　　

J/ ゛//

�
／
／
／
／ ’�/

ダ
／
／
�
／
／
／ �　/ ダ
ノダ

。　　　　　　 計 ��124(124)�209(269) �1.7(2.2) �20(20) �159(232) �8.0巾.6 ）�11 出 ） �36(42) �3.3(3.8)

４１
－

※2022 年度に設置されたバイオ･メディカルデータサイエンス特別コースは生命工学科と区別せず一括で募集し､クラス分け(コース配属) は希望や成績等に基づき､2年次への進級時に実施します

※ワイン科学特別コースは地域食物科学科前期日程の募集人員と志願者数に含まれ､募集人員の内訳は目安ですO

※観光政策科学特別コースは地域社会システム学科前期日程の募集人員と志願者数に含まれ､募集人員の内訳は目安です。
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‐

－

－

：

観 光 が う み だ す 新 し い 価 値 の 探 求

観光産業や観光地域づく０の｢現場｣における学びを重視した教育プログラムを通じて、観光地経営(マネジメント)に関する地域志向型教

育を実践し、観光に関する知識･技術･センスを兼ね備えた地域のリーダーとな０うる人材を養成します。

地 域社 会シ ステム 学 科の 科 目 のな かでも 、

観 光系 の 科目 を重 点 的に 履修 ！

観光政策科学特別コースの学生は観光系の科目を重点的に学びま

す。観光系の科目は､ 観光政策科学に関する入門科目のほか､観 光

資源の保全一活用､ 観 光ビジネス･経 営､ 観光政策など多岐にわたる

専門科目､また､ 外部講師による特別講義も開講されています。

柵17 曙 ・11

履 修 を 観光 政 策科 学 特 別コ ースの 学 生に 限った

学 外 で の 実習 授 業を 開 講 ！

観光先進地域などにおける実習授業は観光政策科学特別コースの

学生のみが履修可能! 百 聞は一見に如かず｡ 観光のリアルな現場か

ら得られる知見は観光の学修を深めるうえで欠かせません。
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ｔ　）内は2021 年 度の数字



-

〉

●生命環境学専攻は｢生命･食･環境･経 営｣に関する教育研究を目的としています｡自然科学と社会科

学の文理融合的アプローチで､人類にとって最も普遍的で重要な｢食と健康｣および｢生命と環境｣に

関わる諸問題の解決に貢献できるエキスパートを育成しますO本専攻には､以下のコースがあります。

生命科学を基盤とした｢食と健康｣、｢生命と環境｣

に関する教育研究。

ワインをモデルとしながら科学的に探求し､食品産

業を原料生産､加工･販売､安全から経営まで多面

的に見渡せる教育研究。

環境･エネルギー､地域経済･企業経営･行政に関

する教育研究。

●｢ 食と健康｣および｢生命と環境｣に関わる課題を、

社会･経済･行政システムとの関わりでとらえ､自然

科学の知識で理解･分析し､技術革新や政策によっ

て解決する意欲をもつ人を求めますO

●所属専攻やコースに応じて､ 特別教育プログラム

(発生工学技術開発･実 践､流域環境科学､ 先端脳

科学､協応行動科学､山岳科学)に参加することが

できます(Ｒ４年度時点)O

〉

●統合応用生命科学専攻(博士課程)は平成30 年４月に新設されました｡修士課程と同様に医工に農学を加え､医工農の分野横断的な教育を展開いたしますO

生命環境学部､生命環境学専攻(修士課程)に接続する専攻であ０､山梨県で初めての農学系を有した大学院博士課程
で､ワインや発生工学など本学の強みを

活かした教育を展開し､ 地域に貢献でき､グローバルに活躍できる人材を養成します｡本専攻には以下のコースがあ
０ます。

発酵･食品に関連する複数の学問分野の高度な知

識と技術を修得し､食と健康及び環境に関連する

産業分野で活躍できる人材を養成。

Ｉ
Ｊ
１
－

免疫や神経科学等の高度な専門知識と技術を身

に付け､コメディカルなど医療機関等で活躍でき

る人材を養成。

発生工学や周辺の学問分野を含む高度な生命工

学の技術と知識を修得し､生 殖補助医療､再生医

療やバイオ関連産業で活躍できる人材を養成。
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学　科 �卒業年度 �卒業者 �進 学 �就 職 � 就職先

生命工学科 �2022 �34 �26 �
４
�
シヤトレーゼ､岡野薬品株式会社､株式会社静鉄ストア､新日本科学PPD

�2021 �34 �26 �７
�経済産業省､浜松市役所､株式会社シヤトレーゼ､巴工業株式会社､アイシア株式会社､菱機工業株式会社､株

式会社ワイイーシーソリューシヨンズ

地域食物科学科 �2022 �37 �15 �19
�

山梨県庁､日立ハイシステム21､新潟県庁､滝沢ハム株式会社､株式会社ヤマザキ､愛媛県庁､二コニコのり株式

会社､甲斐ゼミナール､サントリー株式会社､株式会社いちやまマート､国土交通省北海道開発局､栃木県庁､株式

会社農業生産法人葡萄専心､ブリヂストンソフトウェア株式会社､東日本旅客鉄道株式会社､日世株式会社

�2021 �39 �14 �22
�

自営業(農業)､国土交通省北海道開発局､株式会社日本オープンシステムズ､栃木県庁､株式会社ﾘﾉ 丸水札

幌中央水産株式会社､KURKKU FIELDS､埼玉県庁､ネポン株式会社､株式会社シヤトレーゼ､株式会社アトム､株

式会社銀座コーシーコーナー、株式会社武蔵野 、盛田株式会社､株式会社シヤトレーゼ､TSメリクロン株式会社、(

株)シヤトレーゼ､キング醸造株式会社､アドバンテック株式会社シオノギフアーマ摂津工場､シーク株式会社､東海

漬物株式会社

環境科学科 �2022 �29 �

９ �19
�

林野庁､山梨県庁､神奈川県庁､静岡県警､甲府市役所(2名)､松川町役場､セイコーエプソン株式会社､山崎製

パン株式会社､鈴与株式会社､日本水エコンサルタント､株式会社エム･テー･シー､株式会社遠鉄ストア､株式会

社蓬莱､株式会社サンライン､エスタリア･エヘニア株式会社､株式会社ネクストビート､日本ノーベル株式会社､株

式会社ミダックホールディングス

�2021 �29 �15 �14
�
林野庁､山梨労働局､長野県警察､静岡市役所､豊田市役所､開発技研株式会社､アジア航測株式会社､株式

会社環境と開発､エーティーエルシステムズ､日本赤十字社諏訪赤十字病院､明星電気株式会社､東海旅客鉄道

株式会社､須賀工業株式会社､ヴェオリアジェ恥ッツ株式会社

地域社会

システム学科 �2022 �48 �

０ �45
�

山梨大学(2名)､山梨県庁(3名)､甲府市役所､甲斐市役所､北杜市役所､山梨県警察､山梨信用保証協会､諏

訪市役所､松本市役所､生活協同組合ユーコープ､FANTASISTA､オギノ､静岡銀行､武蔵野銀行､原田､NTTデー

タグローバルソリューションズ､日水物流､ベイシア､ヤフー､大和ハウスリアルティマネジメント､中日本高速道路､東

海東京フィナンシャル･ホールディングス､NIPPO､ジャストシステム､矢崎総業､オープンアップシステム､明電システ

ムソリューション､綜合警備保障､ヨドバシカメラ､インフォテック･サービス､かんぽ生命保険､TISソリューションリン

ク､jinjer､ユニバーサルコンピューター､鈴峯､PayPay銀行､JTB､スターツ出版､ヒト･コミュニケーションズ､吉田金属

工業､西日本高速道路､日産フィナンシャルサービス

�2021 �44 �０ �42
�

山梨県庁､山梨県果樹試験場､甲府市役所､甲斐市役所､富士吉田市役所､都留市役所､甲府地区消防本部、

宇都宮市役所､鶴岡市役所､警視庁､長野県市町村職員共済組合､筑紫農業協同組合､公立学校共済組合北

海道支部､日本年金機構､三井住友信託銀行､日本政策金融公庫､朝日生命保険､山梨中央銀行､松本信用金

庫､山日YBSグループ､オギノ､YSKe-com､セブンーイレブン･ジャパン､パソナ､クスリのアオキ､日商エレクトロニクス、UH

製作所､KACHIAL､アサヌマビジネスサポート､ラクト･ジャパン､システムエグゼ､ダイヤモンドファンタジー､ともに

あ－る､小泉機器工業､湧永製薬､ライオン事務器､シー･シー ダブル

-iil ≒lにli会11七4三j14wj�rlrllrl-
コース �修了年度 �修了者 �進 学 �就 職 � 就職先

バイオサイエンス

コース �2022 �26 �

３ �20
�
警察庁､TANAKA ホールディングス､浅田レディースクリニック､伊藤ハム､一般財団法人上越環境科学センター､一

丸フアルコス株式会社､オリエンタル酵母工業株式会社､シミックフアーマサイエンス､ニプロ株式会社､パレクセルイ

ンターナショナル株式会社､株式会社ニーズウェル､株式会社高津製作所､株式会社昭和真空､株式会社中村

屋､株式会社あわしま堂､株式会社ヴィンクス､株式会社タウンズ､株式会社テクノプロテクノプロ貼D 社､正和製菓

�2021 �23 �４ �17
�
山梨県庁(2名)､市川三郷町役場､理化学研究所､株式会社Mizkan､医療法人ハート広島HART クリニック､株式

会社野村総合研究所､株式会社EP綜合､静岡ガス､株式会社昭和メディカルサイエンス､日本コーンスターチ株式

会社､医学書院､遠藤科学株式会社､アンフアー株式会社､株式会社日本電気特許技術情報センター､株式会

社サン､ブース､テンヨ武田

食物･ワイン科学

コース �2022 �14 �

０ �14
�
宝酒株式会社､ドーバー洋酒貿易株式会社､日新製糖株式会社､サッポロビール株式会社､みたけ食品工業株式

会社､アオハタ株式会社､三栄源エフ･エフ･アイ株式会社､宝醤油株式会社､株式会社ミヨシ､太田油脂株式会

社､株式会社Domaine KOSEI､久原本家グループ､株式会社テクノプロ､独立行政法人製品評価技術基盤機構、

丸紅ITソリューシヨンズ

�2021 �７ �０ �５
�丸善食品工業株式会社､株式会社ワールドインテック､winhealthシンワフーズケミカル株式会社山梨営業所､PCI

ソリューシヨンズ株式会社

地域環境
マネジメント　
コース �2022 �

８ �１ �７
�甲斐市役所､YBS(株式会社山梨放送)､ビジュアルアンドエコー･ジャパン､株式会社やかん､丸紅ITソリューシヨン

ズ､東芝キャリア株式会社 富士事業所

�2021 �５ �０ �５
�
山梨県庁､中津川市役所､TJS長野株式会社､株式会社メイキヨー､浜松市小学校

● 恥F£ 恚!liL 詞ii 回iFI ㎜ ��-

コース �修了年度 �修了者 �進 学 �就 職 � 就職先

流域環境科学

特別教育ﾌﾟﾛ ｸﾞﾗﾑ �゙2022 �

２ �０ �２
�
日本工営都市空間株式会社､株式会社ニュージェック

�2021 �３ �０ �３
�地方共同法人日

本下水道事業団､飯田鉄工株式会社､株式会社HTKエンジニアリング

※流域環境科学特別教育プログラムの進路状況については､生命環境学部卒業生の進路状況のみ記載

６４－
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●各学科では､学年ごとにクラス担任が決められていて､学び方･生活などのアドバイスを行っています。

●大学での学び方についての授業科目(共生科学入門や生命環境基礎ゼミなど)があります。

●数学･理科などの科目では､高校での勉強の復習から始まる基礎教育を行います。

●グループ学習･実習ができ､数学および物理などの個別指導を受けられる学習支援室があります。

●附属図書館には､静かな空間で勉強に集中できる｢サイレントエリア｣､グループでディスカッションできる｢ラーニン

グ･コモンズ｣があります｡また､開館時間以外および休館日に館内閲覧･館内資料の文献検索等が利用できる特別使

用(申請が必要)もできます。

●広報活動などを通じて､ 保護者･出身高校とのつながりを大事にしています。保護者の方には､毎学期成績表をお送り

しています。

●キャンパス全域に高速無線ＬＡＮ設備があり､インターネットが自由に使えます。

●キャリアセンターでは､就職に関する様々な情報提供や各種セミ ナー･ガイダンス･企業説明会の実施､キャリア発達

を支援する個別相談を実施しています。(httpｓ://ｗｗｗ.ｃａrｅｅr.yａｍａｎａｓhi.ａｃ.jp/)

●保健管理センターでは､健康診断､医師による診察､保健師等による健康相談･ 保健相談､けが等の応急処置などを

行っています。(httpｓ://health.yａｍａｎａｓhi.ａｃ.jp/)

●学生サポートセンターでは､悩みごとや困りごとに関する相談やカウンセリング､支援を必要とする学生の修学支援を

行っています。(httpｓ://ｗｗｗ.ｓp-ｎｅｅｄｓ.yａｍａｎａｓhi.ａｃ.jp/)

●国際化推進センターでは､留学生のための相談室で修学･生活上の相談に応じるほか､海外留学支援など､留学生の

受入･派遣に関する教育や支援を行っています。

(httpｓ://ｗｗｗ.ｃｉｅｅ.yａｍａｎａｓhi.ａｃ.jp/)

●大学ホームページ｢キャンパスライフ｣に学生寮､奨学金の情報があります。

(httpｓ://ｗｗｗ.yａｍａｎａｓhi.ａｃ.jp/ｃａｍｐｕｓlife/)

1７

様々な相談に応じられるよう連携し、

学生相談の体制を整えています。
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■ 附 属 農 場　 甲府市小曲町に設置された附属農場は総面積約25ha の施設で､場内には管理棟(575 ㎡) 、ガラス温室(480 ㎡) 、堆肥舎､人工気象室､植

物工場などの施設ががあ０ます｡山梨県の特産果樹であるブドウ･桃に加え､様々な農作物を作付けし､教育･研究に利用してします｡また、

全学科1年次生かこの農場で｢生物資源実習｣ を受講し農学の第一歩を踏み出します。

山梨大学にはいくつかの研究センターがありますが､そのうち発生工学研究センター･高度生殖補助技術センター･ワイン科学研究センター･国際流域環境研究

センターの教員が生命環境学部の教育に参加しますOこれにより､最先端の研究の成果が教育の中に取り入れられます。

■ 発 生 工 学 研 究 セ ン タ ー

卵子や精子､体細胞の核を自由自在に操れるマイクロマニピュレーターを14

セット備えた世界トップクラスの研究施設です｡クローン動物や牛メラ動物を作

出することで､生命現象の解明に貢献するだけでなく､バイオテクノロジーによ

る食糧問題の解決や一流研究者の養成に取０組んでいます。

■ ワ イ ン 科 学 研 究 セ ン タ ー

日本をリードするワイン科学を専門に研究するセンターです｡60年以上の歴史

があ０､日本のワイン科学の教育と研究の拠点になっています｡地域食物科学

科の｢ワイン科学特別コース｣では､ワイン造０に情熱を抱き､ワイン業界をリー

ドできる高度な専門知識と技術を持つ人材を育てます。

■ 高 度 生 殖 補 助 技 術 セ ン タ ー

不妊治療に携わる専門職である胚培養士を育成する教育研究センター(2022 年4

月設置)ですO生命工学科･発生工学研究センターならびに学内外の不妊治療施

設と協力して､マイクロマニピュレーターを用いる顕微授精や胚凍結等の生殖補

助医療技術の習得を含む生殖補助医療(不妊治療)分野の教育研究を行いますO

■ 国 際 涛 域 環 境 研 究 セ ン タ ー

水資源の枯渇､水災害､水環境の悪化､水に起因する病気など水にかかわる問題

に対応するための研究を行っているセンターです。アジアを主として､ヨーロッ

パ､オーストラリア､アメリカやアフリカの大学･研究機関と連携し､国際的な研

究と教育(流域環境科学特別教育プログラム等)を行っています。
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新宿から甲府まで電車万最 速85 分 。意外と近いんです口

静岡駅から134 分。富士駅から106 分。岡谷駅から48 分。

武田神社○

ｔΞ塹弘 四

新　宿⇒甲府駅 都心からだと､最速85 分。特急なら乗り換えなし。

9:００授業開始口
住 居 費 を か け ず 東 京 か ら 通 学 で き ま す 。

【特急】八王子07:29 発→甲府08:27 着

【普通】八王子06:57 発→高尾07:07 発→甲府08:38 着

至松本

Ｊ

Ｒ

身
延

線

山 梨 県

富士山

至富士
萬 ｊ 』 ,胃

愛 知 峡

Q　JR 中央線　特急｢あ ずさ｣ または｢かいじ｣で最速85 分

Ｑ　新宿駅南口｢ パスタ新宿｣より最速119 分

名 古 屋 ⇒ 甲 府 駅 名 古 屋 からでも､ 特 急 に乗 れば およ そ3 時 間 。

Q　 ①JR 中央線(塩尻駅経由) ／塩尻で特急｢しなの｣ から特急｢あ ずさ｣ に乗り換え

②東海道新幹線･JR身延線(静岡駅経由) ／静岡で新幹線｢ひかり｣から特急｢ ふじかわ｣に乗り換え

Ｑ　ＪＲ名古屋駅前バスセンターより約240 分

甲 府 駅 ⇒ 甲 府 キャン パ ス 甲 府 駅 から､ 信 玄 公 ゆ かりの武 田 神 社 を目 指して 歩くこと15 分 。

１　 甲府駅北口2 番バス乗り場より｢武田神社または積翠寺｣行き約5分､｢ 山梨大学丿下車

１　甲府駅北口より武田通りを北上､徒歩約15 分

-111

φ1東 京⇒甲府キャンパス

首都高新宿線から高井戸IC 経由で中央自動車道:高井戸IC～甲府昭和IC(高井

戸＝甲府昭和間約↑時間20 分､113. ２ｋｍ)で下りて､ 一般道を北東の方角へ。

国道20 号線またはアルプス通り経由で約20 分

φ11名 古 屋 ⇒ 甲 府 キャン パ ス

東名高速:名古屋IC～小牧ＪＣＴ～中央自動車道:甲府昭和IC(名古屋＝甲府昭和

問約3 時間､245.4km) で下りて､ 一般道を北東の方角へ｡ 国道20 号線または

アルプス通り経由で約20 分

J･ - ・  － － - - －

中央自動車道

長 野 県

新 潟 卿

山 梨 県

至東京方面1

賢7!

至新宿

栃 木 県

UNIVERSITY OF ￥へＭ ＡＮ ＡＳＨＩ － ＦＡ ＣＵＬＴＹ Ｏ Ｆ ＬＩＦＥ ＡＮＤ ＥＮＶＩＲＯ Ｎ Ｍ ＥＮＴＡＬ ＳＣＩＥＮＣＥＳ

ザ
山 梨 大 学

ＵＮ ＩＶ ＥＲ ＳＥＴＹ Ｏ Ｆ ＹＡ Ｍ Ａ Ｎ Ａ ＳＨ［
生命環境学部

TEL.055-220-8803

〒400-8510 山梨県甲府 市武田4 丁目4-37

http ｓ://ｗｗ ｗ.leｓ･yａｍ ａｎａｓhi.ａｃ.jp/

1リサ イクル 蕩 性!S り

このi四 警は､帰艦雨＠長ヘ

リサイクルできます。
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